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● 警察署や教育委員会との連携・情報交換を

● 各地で小学校の通学路で犯罪が発生 行い、110番通報訓練やサポーターの養成講

し、市内でも不審者が出没したことから、 座などを定期的に実施

地域の安全を守るためパトロール隊を結 ● 安全のために、単独でのパトロールは避け、

成、現在40名程度が参加 複数名でのパトロールを実施

● 「田舎だから大丈夫」は通用しないと考 ● 「不審者情報」を、隊員やサポー ● 緊急時以外は、散歩、買い物の際や都合の

え、地域ぐるみで子どもを見守るために ター登録者等に緊急連絡網を通じ つく時間など、自分のパトロールできる時間帯

サポーターを結成、現在130名程度が参 て発信するとともに、可能な限り地 に活動することとし、パトロール実施の維持継

加 域住民にも伝達 続を図る工夫

● 冬期間や雨天時は、メンバーの負担を考慮

● 「臨時パトロール」を実施 し、青色回転灯装備車を効果的に活用し、継

（腕章、帽子、防犯ジャンバー等を 続したパトロールを実施

● 子どもの登下校時の声かけ活動や見 着用し、「見せるパトロール」によ
守り活動を実施 り、未然防止を行う。）

● 防犯パトロール、交通安全活動の実施

● 休日や放課後の「遊び場パトロール」の ● 更に、学校・警察等からの要請 ○ 日頃からの地道なパトロール活動や、緊急

実施 により「集中パトロール」を実施 時の臨時パトロールにより、パトロール隊結成

● 不審者発見の際の警察への通報 以来、子どもが被害となる犯罪の発生はな

● 子どもの駆け込みがあった場合の対応 ● 不審者・不審車両を発見した際 い。

● 青色回転灯装備車による通学路や児 には、直ちに１１０番通報 ○ 地域の防犯意識が高まり、地域での事件、

童館周辺等のパトロールの実施 事故、不審者の出没等が減少した。

ステップ１ ステップ２ ステップ３

○ 複数人で現場へ急行
女子児童への ○ 在校児童生徒の所在及び人数の ○ 防犯パトロールの強化
声かけ事案発生 確認と学校での保護 ○ 保護者等による安全点検実施

○ 下校中の児童生徒の安否の確認 ○ 通学路の防犯施設・設備の整備・
○ 所在がつかめない児童 充実
生徒の安否の確認 ○ 不審者情報等の情報ネットワーク

※安否が確認でき の整備・充実

ない場合は、 ○ 学校の事後対応の支援
立ち寄りそう
な場所等に 登下校時の安全対策の強化
連絡する。

○ 在校中の児童生徒の保護者に対し
○ 事態の把握 て、迎えの依頼と確実な引き渡し ○ 情報の整理と提供
○ 判断に迷ったら、最悪の事態を想 ○ 下校中の児童生徒の保護者に対し ○ 保護者等への説明
定した対応 て、安否の確認を依頼 ○ 心のケア

○ 通報者が警察に未通報の場合は、 ※教育委員会への第1報と協力や ○ 再発防止対策の実施
直ちに 支援を要請 ○ 報告書の作成

110番通報 ○ 災害共済給付金の請求

ほくとくん防犯メール登録
リアルタイムの情報を受信

児童の安全確保

保護者と連携した対応

再発防止の取組等
（地域・関係機関）

はじめに
犯罪等から子どもたちを守るには、地域における不審者や声かけ事案などの情報をいち早く共有し、防犯意識を高め、自主

的な防犯活動を展開することが重要です。

道教委では、子どもの安全確保に向けた不審者情報等を共有する一つの方法として、各学校 をはじめ保護者の方々に対し

て、北海道警察が作成し運用する「ほくとくん防犯メール」の登録と情報の活用を呼びかけております。

本資料では、「ほくとくん防犯メール」の情報を活用して、子どもの見守り活動を行い、犯罪等の未然防止を図っている事例や

学校で不審者情報を受信した場合の措置をご紹介します。

再発防止の取組等
（学 校）

防犯パトロール隊や
防犯サポーターを結成

通常の活動内容

「ほくとくん防犯メール」
等により不審者出没の情報を入手

活動上の配慮事項等

活動の成果




